
白
鳳
時

代
の
浄
土
教
美
術
に

つ
い
て

(
石

崎
)

白
鳳
時
代

の
浄
土
教
美
術
に

つ
い
て

石

崎

達

二

醐

山
田
殿
像

(重
文
)

東
京
国
立
博
物
館
法
隆
寺
宝
物
館

四
十

八

体
仏
桝
号
金
銅
弥
陀
三
尊
像
(台
座
の
山
田
殿
の
銘
か
ら
山
田
殿
像
と
い
う
)

は
、
裳
懸
式
の
方
形
台
座
に
僑
坐
す
る
中
尊
と
、
そ
の
踏
分
蓮
花
座
横

か
ら
左
右
に
分
枝
し
た
二
蓮
茎
上
の
蓮
花
座
に
、
頭
冠
に
弥
陀
化
仏
を

も
つ
観
音
と
、
宝
瓶
を
も

つ
勢
至
を
脇
侍
と
し
た
三
尊
像
で
、
今
日
知

ら
れ
る
限

り
で
は
金
銅
仏
と
し
て
世
界
最
古
の
弥
陀
像
で
あ
る
。
こ
の

山
田
殿
像

は
新
羅
式
の
造
像
で
あ
る
か
ら
持
統
三
年
紀

(六
八
九
)
に
見

え
る
天
武
天
皇

の
奉
為
に
新
羅
か
ら
献
納
さ
れ
た
金
銅
弥
陀
三
尊
像

と

も
推
測
さ
れ
る
が
、
山
田
殿
か
ら
大
化
改
新
の
功
臣
で
の
ち
不
幸
な
最

後
を
と
げ
た
蘇
我
倉
山
田
石
川
麿
の
山
田
寺

(法
王
帝
説
裏
書
に
見
え
る

浄
土
寺
)
の
仏
像
だ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。

本
像
が
紀

に
見
え
る
新
羅
所
献
の
弥
陀
像
で
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
そ

の
形
式
が
新
羅
式

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
持
統
紀
の
弥
陀
像
と
同

一
視
す

る
こ
と
は
不
当

で
な
い
。
当
時
新
羅
で
無
量
寿
経
の
註
釈
が
作
ら
れ
、

わ
が
国

で
も
天
平
時
代
に
そ
れ
が
書
写
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
今
は
伝
わ

つ
て
期
な
い
。
無
量
寿
経
に
つ
い
て
な
、
聖
徳
太
子
が
中
個
に
派
遣
さ

れ
た
恵
隠
が
三
十

一
年
に
わ
た
る
留
学
の
後
、

販
途
新
羅
で
研
鐙
を
重

ね
販
朝
し
て
無
量
寿
経
を
講
讃
し

(六
四
○
)
そ
の
十
二
年
後
恰
も
仏
教

公
伝
百
年
に
当
る
六
五
二
年
に
重
ね
て
無
量
寿
経
を
講
讃
し
宮
講
の
始

と
さ
れ
た
こ
と
は
紀
の
所
載
に
よ

っ
て
明
か
で
あ
る
。
か
く
て
本
像
は

新
羅
の
浄
土
教
が
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
史
実
を
立
証
す
る
。

一
一

善
光
寺
如
来
形
像

(重
文
)

四
十
八
体
仏

螂
号

弥
陀
三
尊

立
像

は
所
謂
善
光
寺
如
来
形
の
最
古
の
弥
陀
像
で
あ
る
が
、
三
尊
座
下
の
部

分
に
後
補
が
あ
り
、

い
ま
そ
こ
に
蓮
茎
分
枝
式

の
形
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
そ
の
舟
型
光
背
に
は
蓮
茎
分
枝
式
蓮
座

の
七
化
仏
が
あ
る
。

三

四
十
八
体
仏
中
の
弥
陀
と
脇
侍

(重
文
)

四
十
八
体
仏
鰯
号
の

頭
冠
化
仏
の
観
音
と
勢
至
像
は
、
対
照
的
な
造
形
か
ら
中
尊
と
共
に
弥

陀
三
尊
で
あ

つ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
中
尊
を
…伏
し
て

い
る
が
、
両
像
座
下
の
花
形
は
蓮
茎
分
枝
式
の
形
を
示
し
て
い
る
。

い

ま
試
み
に
四
十
八
体
仏
中
脇
侍
の
な
い
粥
号
仏
形
僑
像
を
こ
の
二
脇
侍

の
中
尊
と
仮
定
す
る
と
、

こ
の
三
尊
は
ま
さ
し
く
弥
陀

三
尊
と

し
て

ほ
ぞ

一
具
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即

ち
侮
像
の
左
足
下
に
柄
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が
残

つ
て
い
る
か
ら
、

こ
こ
に
元
来
踏
分
蓮
座
が
あ
り
、
そ
の
下
面
の

ほ
ぞ柄

穴
に
こ
の
柄
が
入
り
固
定
す
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
。

よ
つ
て
本
像
両
足
下
に
踏
分
蓮
座
を
想
定
す
る
と
、
山
田
殿
像

の
踏
分
蓮
座
と
全
く
同
じ
形
と
な
り
、
本
像
が
弥
陀
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ

る
。
こ
の
三
尊
は
初
唐
式
の
最
も
豊
麗
な
弥
陀
三
尊
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
侮
像
と
し
て
有
名

な
東
京
深

大
寺
釈
迦
像

(重
文
)
も
弥
陀
像
と
推
考
す
る
こ
と
が
で
き
、

ほ
か
に
四
十

八
体
仏

の
独
尊
仏
形
像
十
躯
中
に
三
躯
の
弥
陀
像
を
推
定
し
得
る
。
就
中
娚
号

像
は
裳
懸
方
台
に
立
つ
稀
有
の
立
像
で
あ
る
が
、
鱒
娚
号
像
を
脇
侍
と

す
る
弥
陀
像
と
推
定
さ
れ
、
三
尊
共
に
衣
端
に
複
連
点
文
を
鋳
出
し
て

い
る
。

こ
の
外
四
十
八
体
仏
中
頭
冠
に
化
仏

の
あ
る
観
音
像
は
十
九
体

あ
り
、
ま

た
右
の
郷
号
観
音
像
は
兵
庫
県
加
古
川
鶴
林
寺
の
金
銅
観
音

像

(
重
文
)
と
全
く
同
じ
形
式
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
も
本
尊
弥
陀
を
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
存
否
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
こ
の
種
蓮
茎
分
枝
式
蓮
座
を
も
つ
弥
陀
三
尊
と
し
て
は
京
都
地

蔵
院
蔵

の
金
銅
三
尊

(重
文
)
が
あ
る
が
勢
至
を
侠
し
て
い
る
。

四

押
出
仏

(重
文
)

東
京
国
立
博
物
館
法
隆
寺
宝
物
館
に
は
十
具

の
押
出
仏

が
あ
り
、
頭
冠
化
仏
の
観
音
を
脇
侍
と
す
る
弥
陀
三
尊
で
は

蹴
脳
鰯

(表
)
、
同
五
尊
で
は
1
9
8
1
9
9
2
0
0
2
0
1

号
の
六
具
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

そ
の
中
蓮
茎
分
枝
を
明
示
し
て
い
る

の
は
脳
篇

だ
け

で
あ

る

が
、
他

の
押
出
仏
は
蓮
座
の
下
で
打
切
ら
れ
て
い
る
か
ら
蓮
茎
分
枝
は

見
ら
れ
な

い
。
就
中
蹴
号
は
往
生
者
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
五
通
菩
薩

と
い
わ
れ
た
浄
土
変
を
想
わ
せ
る
が
本
尊
は
説
法
印
で
あ
り
、
他
の
押

出
仏
の
中
尊
は
何
れ
も
転
法
輪
印
で
あ
る
。

こ
れ
は
法
隆
寺
金
堂
西
大
壁
弥
陀
と
同
じ
形

で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら

は
何
れ
も
右
壁
画
と
同
じ
く
弥
陀
浄
土
変
の
本
尊
を
あ
ら
わ
す
も
の
と

い
う
べ
く
、
上
記
弥
陀
像
も
亦
か
か
る
浄
土
変
を
背
景
と
し
た
造
像
で

あ
る
こ
と
を
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
外
同
種
の
押
出
仏

・
埠

仏
は
法
隆
寺

・
知
恩
院
等
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
独
尊
の
弥
陀
金

ゆ
す

銅
像
と
し
て
は
柳
孝
氏
蔵
転
法
輪
印
弥
陀
座
像
、
大
分
県
柞
原
八
幡
宮

の
説
法
印
弥
陀
立
像

(重
文
)
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

長
谷
寺
銅
板
法
華
説
相
図
浄
土
変

(国
宝
)

法
華
経
見
宝
塔
品
を

図
示
し
た
長
谷
寺
法
華
説
相
図
の
四
仏
浄
土
の
中
、
下
方
の
二
浄
土
は

全
く
同
形
で
、
釈
迦

・
弥
陀
両
浄
土
変
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
両
浄
土

変
は
中
尊
と
六
脇
侍
か
ら
な
る
七
尊
形
で
あ
る
が
、
中
尊
裳
懸
座
下
か

ら
出
る
蓮
茎
分
枝
式
蓮
座
に
六
尊
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
。

こ
れ
は
蓮
茎

分
枝
式
蓮
座
の
典
型
的
な
形
と
い
う
こ
と
が
で
き
、

こ
の
説
相
図
銅
板

の
造
ら
れ
た
六
八
六
年
若
く
は
六
九
八
年
(銘
に
よ
る
)
頃
、
釈
迦

・
弥

陀
浄
土
が
全
く
同
じ
形

で
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
実
証
す
る
。

六

橘
夫
人
念
持
仏
厨
子

(国
宝
)

法
隆
寺
資
財
帳
に
金
塗
銅
像
と

記
さ
れ
た
宮
殿
像

一
具

で
、
さ
ざ
波
よ
す
る
宝

池

(水
盤
)
か
ら

生
え

出
た
蓮
茎
分
枝
式
三
蓮
座
に
弥
陀
三
尊
を
あ
ら
わ
し
、
光
屏
に
は
そ
の

三
尊
の
蓮
茎
か
ら
分
枝
し
た
小
蓮
茎
の
蓮
座
に
、
弥
陀
の
説
法
を
聴
い

て
歓
喜

の
あ
ま
り
白
布
を
翻
し
て
踊
る
形
の
往
生
者
と
化
仏
を
薄
肉
彫

白
鳳
時

代

の
浄

土
教
美
術

に
つ
い
て

(
石

崎
)
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白
鳳
時
代

の
浄
土
教
美
術

に
つ
い
て

(
石

崎
)

し

て

い
る
。

厨

子

四
辺

の
扉

に

は

二

天

・
二
王

・
四

天
王

・
二
僧

形

の

ぼ

か

し

外
仏
形
二
、
菩
薩
形
六
を
描
き
、
下
部
須
弥
座
に
は
西
域
風
の
量
染
や

く
ま
ど
り

隈
取
の
手
法
を
用
い
て
往
生
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
化

仏
。
諸
天
を
除
く
と
、
光
屏
と
各
部

の
諸
尊
は
仏
形
二
、
菩
薩
形
六
、

往
生
人
十

一
と
な
る
か
ら
、
仏
形
二
を
弥
陀
と
す
れ
ば
菩
薩
形
四
は
そ

の
脇
侍
と
見
ら
れ
、
残
り
の
二
は
厨
子
中
尊
の
両
脇
侍
を
重
ね
て
描
き

僧
形
二
と
共
に
五
尊
の
形
と
し
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
本
厨

子
は
弥
陀
浄
土
を
立
体
化
し
た
壮
大
無
比
の
浄
土
変
を
具
象
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
銅
造
弥
陀
三
尊

一
具
と
画
像
弥
陀
三
尊
二
具
合
せ
て
三
具

を
表
出

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
無
量
寿
経

の
三
輩

に
配
す
る

と
、
法
隆
寺
東
院
伝
法
堂
弥
陀
三
尊
三
具
の
乾
漆
像

(天
平
末
)
の
先
駈

と
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
厨
子
は
そ
の
光
屏

の
往
生
人

の
姿
か
ら

恐
ら
く
新
羅

の
造
作
と
考
え
ら
れ
、
銅
造
三
尊
は
初
唐
式

の
影
響
を
受

け
た
新
羅
仏
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
法
隆
寺
資
財
帳
に
よ
る
と
、
天
平

五
年

(七
三
三
)
光
明
皇
后
が
こ
の
阿
弥
陀
像
に
蒜
壱
床

・
宝
頂
壱
具
を

寄
進
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
皇
后

の
母
橘
夫
人
三
千
代
が
逝
去
さ
れ
た

か
ら
《

皇
后
は
特
に
こ
の
弥
陀
像
に
こ
れ
ら
を
寄
進
し
て
永
く
悲
母
の

忌
斎
を
修

せ
し
め
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
後
世
本
厨
子
を
橘
夫
人
念

持
仏
厨
子
と
よ
ば
れ
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

七

法
隆
寺
金
堂
西
大
壁
弥
陀
浄
土
変

法
隆
寺
金
堂
四
大
壁
に
は
釈

迦

…
弥
陀
。
弥
勒

・
薬
師

の
四
仏
浄
土
変
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
弥
陀

を
除
く
三
浄
土
変
は
悉
く
十
三
仏
構
成
で
弥
陀
浄
土
だ
け
蓮
茎
分
枝
式

蓮
座
に
弥
陀
三
尊
と
二
十
五
往
生
人
を
描
き
二
十
八
尊
の
構
成
と
な
つ

て
い
る
。
再
現
図
に
よ
る
と
二
十
五
往
生
人
の
中
最
小
の
一
人
が
中
尊

蓮
座
下
の
蓮
茎
に
描
か
れ
新
生
菩
薩
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
敦
煙
千
仏
洞

窺
号
洞
の
弥
陀
浄
土
変
と
同
じ
で
、
敦
燈

で
は
四
十
九

の
往
生
者
を
描

き
、
中
尊
座
下
の
蓮
茎
は
宝
池
申
に
隠
没
し
て
見
え
な
い
。
か
く
の
如

く
法
隆
寺
弥
陀
浄
土
変
は
新
生
菩
薩
を
除
き

二
十
四

の
往
生
者
を
描

き
、
敦
煤
で
は
新
生
菩
薩
を
除
き
、
四
十
八
往

生
者
を
描
く
の
は
、

二

十
四
願
経
と
い
わ
れ
る
大
阿
弥
陀
経

・
平
等
覚

経
等
の
初
期
無
量
寿
経

に
よ
つ
た
浄
土
変
が
法
隆
寺
壁
画
で
あ
り
、
敦
煙
壁
画
は
四
十
八
願
経

と
い
わ
れ
る
後
期
無
量
寿
経
に
よ
つ
た
か
ら
で
、
こ
の
往
生
者
は
本
願

の
数
を
具
象
す
る
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
か
ら
、
か
か
る
弥
陀
浄
土

変
は
無
量
寿
経
に
よ
る
本
願
様
弥
陀
浄
土
変
と
よ
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

八

平
等

一
根

か
か
る
弥
陀
浄
土
変
の
原
型

は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
舎
衛

城
神
変
像

(
三
世
紀
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
)
サ

ル
ナ
ー
ト
の
同
様
像

(
五
世

紀
サ
ル
ナ
ー
ト
博
物
館
)
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
千
釈
迦
示
現
と
い
わ
れ

る
釈
尊
の
大
菩
提
心
の
発
露
を
劇
的
に
表
象
し
た
奇
蹟
像

で
転
法
輪
印

の
中
尊
が
大
蓮
茎
上
の
蓮
花
座
に
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
が
仏
像

の
蓮
座
の
始
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
が
国
の
智
光
は
、
こ
の
大
蓮
茎

を
根
と
見
て
、
平
等

一
根
と
い
い
、
釈
尊
の
大
菩
提
心
を
弥
陀
の
本
願

と
し
て
信
根
と
転
釈
し
て
い
る
。

こ
の
信
根
即
ち
本
願
を
蓮
茎
分
枝
と

し
て
あ
ら
わ
し
三
尊
と
共
に
往
生
人
を
倶
会

一
処
に
具
象
し
た
の
が
弥

陀
浄
土
変
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(註
省
略
)
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